キューバ・ナショナルデーの大使メッセージ
キューバ革命勝利５１周年にあたる我が国のナショナルデー、２０１０年１月１日に際し、キューバの国民と政府を代表し、天皇皇后両陛下と皇族の方々、日本の政府と国民の皆様に、平和と繁栄、友好親善を願うメッセージをお届けすることを嬉しく思います。
１９５９年のこの日、キューバは初めて完全な独立と主権を勝ち取り、当初から非常に広範な国民の支持のもと、政治・経済・社会の底深い改革を開始しました。

キューバの外交政策は、国連憲章の原則に基づき、それを遵守するものであり、国際分野で認められ、権威を得てきました。その結果、キューバは西半球のすべての国々、及び国際社会の大半の国々、全体で１８４カ国と外交関係を持っています。キューバは現在、１２３カ国に大使館を置き、ハバナには１０８の外国公館があります。キューバの国際関係は国連憲章にもとづいて展開されています。

革命の社会的事業は、医療と教育、スポーツの分野で、その成果が国境を越えて認められています。キューバの医療制度は国際的に権威が高く、平均寿命の長さ、伝染病の根絶、医療の予防的福祉的性格、ワクチンの普及、乳児死亡率の低さなどから、世界保健機関など国際組織からも評価されています。
国際関係の前提としての連帯の原則にもとづき、キューバの国際協力では、医療と教育を中心に、５万人の専門家が第三世界の１００ケ国以上の国々に派遣されています。現在８４ケ国から２万３千人の学生がキューバで医療を学んでいます。治療可能な眼病患者の手術を目的とする「ミラクル・オペレーション」計画によって、ラテンアメリカ、カリブ、アフリカ、アジアの３５ケ国の国々の１６０万人の患者が無料で眼科手術を受けることができました。
革命政府は早い時期に、当時支配的だった非識字者を一掃し、小学校から大学まで無料で誰でも受けることのできる教育を提供するための基礎を作りました。様々な研究機関が国の科学技術の前進に決定的な貢献をしています。キューバ人教師は他の国々に協力の手を伸ばしています。それらの国々では、ユネスコからも正式に認められた識字方法「私はできる」が使われ、第三世界の何十万人もの人々がその恩恵を受けています。
国際競技でのキューバ人選手の活躍は、スポーツ政策の成功を示すものです。それは、すべての年代の人々のスポーツへの大衆的参加を刺激し促進する政策です。

文化面でも顕著な成果が生まれています。それは様々な芸術的表現にアクセスできる制度のおかげであり、辺鄙な場所に住む人々も含めすべての国民がレクレーション活動に参加できるからです。

我が国は、日本市場から国の医療サービスのための高性能で先進技術を持つ機器類を輸入しています。また日本の有力企業も、建設・漁業・鉱業・エネルギー生産のための機械類、輸送機器の補給部品など、様々な製品をキューバに供給しています。
石油産業も発展を続け、現在では消費する石油の約半分を国産しています。メキシコ湾の排他的経済水域では、有力な専門企業と契約済みの区画が増えています。そこには、９兆バレルの石油と２万１千兆立方フィートの天然ガスの埋蔵が確認されています。この資源開発への日本の専門企業の参加が望まれます。
製薬産業は国の主要な輸出分野であり、ジェネリック薬品に加えて、自国で開発したバイオ薬品も製造しています。それらの製品は、日本を含む５８カ国に輸出されています。これは日本企業にとってビジネス・チャンスのある分野です。

キューバは伝統的に、高品質で権威ある最高級の葉巻を日本に輸出しています。様々なブランドのラム酒と焼酎の輸出が増大しています。コーヒーやロブスターの輸出も維持され、トロピカルフルーツのピューレや濃縮ジュースの輸出は増えています。農業やバイオのオーガニック産品の輸出も同様です。
観光産業は、国の経済の主柱の一つであり、６年前から訪問者は２百万人を越え、年間４％以上増える傾向が続いています。それらの訪問者は我が国で、美しい白砂の海岸、輝く熱帯の自然、温暖な気候、世界遺産に指定された古い都市とともに、衛生的で安全な雰囲気に出会います。日本の投資家・企業の様々な形態での観光産業への参加を歓迎します。

２００９年はキューバと日本の外交関係樹立８０周年の年でした。友好と尊重、互恵を基礎に発展している関係であることから、私達をそれを大きな喜びをもって祝いました。両国で文化や科学、学術、経済、スポーツなどの分野で様々な活動やイベントが行われました。また議員交流も行われました。それによって、相互理解がすすみ、よりよい世界をめざして連携しながら努力するための、世界的な問題で一致するテーマや分野の確認もすすみました。

８０周年を記念する行事の一環として、キューバのブルーノ・ロドリゲス・パリージャ外相が最近来日し、両国外務省間の第１０回政策対話が行われました。岡田克也外相とのとの会談は実りあるお互いに有益なものとなりました。来日中ロドリゲス外相は、他の閣僚や衆参両議院議長とも会談しました。このような出来事は今後も引き続き行われ、両国と両国民の関係がさらに緊密化するであろうと確信します。
長年にわたり、日本の友好団体、国会議員、政党、他の社会分野の方々から一貫して、また繰り返し受けてきた連帯の表明に対し、ここに高い評価と感謝を強調したいと思います。
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